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1.はじめに 

かわまちづくりとは，河川空間とまち空間が融合

した，良好な空間形成を目指す取り組み 1)であり，か

わづくりとまちづくりが一体的に進められている．

国土交通省は平成21年に「かわまちづくり支援制度」

を創設し，全国 244 箇所でかわまちづくりが行われ

ている．大分県竹田市を流下する玉来川もそのひと

つであり，現在改修工事が進められている． 

玉来川に隣接する竹の子ひろばは竹田市でも多く

の子どもが利用しており，竹田市だけでなく市外か

らも多くの利用があり，玉来川かわまちづくりが完

成すれば相乗効果が期待される．しかし玉来川かわ

まちづくりワーキング部会が行った週末の滞在時間

に関するアンケート結果では，利用客の多くは滞在

時間が 1時間から 1時間 30分ほどとあまり長く滞在

していない 2)ことが明らかになっている(図-1)．アン

ケートの自由記述では座る場所が少ないことや，子

連れ利用者である保護者の目線から大人が長時間滞

在できる利用目的がないなどの回答があった． 

本研究では，玉来川かわまちづくり広場と竹の子

ひろばの総合的利活用促進のため，アンケート調査

の要望にあった，竹の子ひろば内の座る場所や保護

者である大人を対象とした利用目的を創出すること

で利用者の滞在時間と満足度の変化を明らかにする

ことが目的である．  

図-1 週末の竹の子ひろば利用者の滞在時間 

 

2.研究対象とするフィールドと研究方法 

 研究対象地は大分県竹田市玉来に位置する竹の子

ひろばとする(図-2)．竹の子ひろばは大野川水系の一

級河川である玉来川のかわまちづくり事業区間に隣

接する総面積約 3,100 平方メートルの地域児童公園

である．周辺にはコンサートや講演会などに対応し

た多目的ホールをもつイベント地域交流拠点の竹田

市総合文化ホールグランツたけたも隣接している．

竹田市総合文化ホールグランツたけたは，2012 年 7

月の九州北部豪雨災害による玉来川の洪水被害で被

災した竹田市文化会館を新設したものである． 

研究対象期間は 10月 29，30日の週末 2日間とし，

同期間に，竹の子ひろば内にカフェを模して座る場

所として利用できるキャンプチェアを 10 脚設置，大

人を対象とした利用目的としてテントを設置し飲食

物や野菜の販売，キャンドル作りの体験ブースを設

置した．竹の子ひろばの利用客に，滞在時間や玉来川

かわまちづくりにおける竹の子ひろばおよびかわま

ちづくりで建設される予定の河川空間への要望につ

いてアンケート調査を実施した．回収したアンケー

ト調査の結果から，カフェを設置した際の利用者の

滞在時間を明らかにした．自由記述についてはテキ

ストマイニングを行い，竹の子ひろばおよび玉来川

かわまちづくりへの要望を明らかにした．テキスト

マイニングには KH Coder3)を用いた． 

 

図-2 一級河川大野川水系玉来川と竹の子ひろば 
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3.結果と考察 

 カフェ設置時の竹の子ひろばの滞在時間を図-3 に

示す．カフェがない場合は 30 分ほどから 2 時間ほど

まででそれ以上の長時間の利用の回答はなかったが，

カフェを設置した場合では，2 時間以上の利用の回答

もあり，最長では 4 時間以上の利用確認された． 

図-3 カフェ設置時の竹の子ひろば利用者の滞在時間 

 

 滞在の利用目的についての結果を図-4 に示す．回

答された項目では，保護者の回答が多かったため，子

供を遊ばせるためが最も多かったが，カフェを利用

するためという回答も多くあがり，座ることや買い

物等カフェそのものも目的として認識されている． 

図-4 竹の子ひろば利用目的 

 

玉来川のかわまちづくりにおける竹の子ひろばお

よび河川空間への要望は自由記述で回収した結果に

ついてテキストマイニングを実施し得た頻出語句，

名詞，サ変名詞，形容動詞の上位 10 単語を表-1に示

す．これら頻出語句の結果から，竹の子ひろばの利用

者は，玉来川のかわまちづくりに対しても，今回のよ

うなカフェや休憩できるスペースとして利用したい

と考えていることがわかる．安全・気軽に過ごせる場

所も求められていた．  

表-1 各頻出単語上位 10 単語 

  

 

 カフェ設置時の竹の子ひろばの方が平常時と比べ，

利用者の滞在時間が伸びており，利用目的にもあげ

られているとおりカフェそのものが影響していると

考えられる．玉来川のかわまちづくりにおける竹の

子ひろばおよび河川空間への要望のアンケート結果

では，カフェや休憩するためのスペースが欲しいと

いう回答が多く，今回のカフェの設置は竹の子ひろ

ば利用者の満足度を向上させたと考えられる． 

  

4.結論と今後の課題 

本研究では，竹の子ひろばに座る場所や大人を対

象とした利用目的を創出すると滞在時間が長くなる

ことが明らかになった．  

今回の実験では2日間のみの限定開催であったが，

今後の課題として常時カフェを行った場合や平日で

も滞在時間が伸びるかという内容が考えられる． 
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